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四
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四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

浄
厳

の

一
座
行
法
理
解
に

つ
い
て

―『別
行
次
第
秘
記
』
を
中
心
に
し
て
―

二
五
四

佐

藤

正

伸

一

一
座
行
法
は
普
通
十
八
道
立
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
い
く
ら
か
の
印
契

を
加
え
た
別
行
立
に
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
十
八
道
立
は
十
八
の
印
契
を

中
心
と

し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
十
八
道
立
が
用

い
る
十
八
印
は
六
法

に
分
類

さ
れ
る
。
六
法
と
は
①
荘
厳
行
者
法
、
②
結
界
法
、
③
荘
厳
道

場
法
、
④
勧
請
法
、
⑤
結
護
法
、
⑥
供
養
法
で
あ
る
。
(
1
)

十
八
道
立
は
、

ま
ず
行
者
の
身
繕
い
を
し

(荘
厳
行
者
法
)、

道
場
を
魔
障
よ
り
結
界
し

(結
界
法
)、
本
尊
が
住
す
る
道
場
を
荘
厳
し

(荘
厳
道
場
法
)、
本
尊
を
お

迎
え
し

(勧
請
法
)、
本
尊
に
供
養
を
捧
げ

る

(供
養
法
)
と

い
う
構
成

を
と
る
。
別
行
立
て
は
、
十
八
道
立
に
四
無
量
心
観
、
勝
願
、
金
剛
眼
、

召
罪
、
摧
罪
、
業
消
除
、
成
菩
提
心
の
印
明
を
組
み
込
ん
だ
も
の
で
、

組
み
込

む
印
明
の
数
に
よ

っ
て
五
種
、
八
種
、
十
種
等
の
別
行
立
て
が

あ
る
。

十
八
道
立
て
の
行
法
は
、
も
と
も
と
イ
ソ
ド
の
迎
客
の
作
法
を

取
り
入
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
(
2
)

密
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
様

々
な
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
『
別
行
次
第
秘
記
』
(
3
)

(『秘
記
』
と
略
す
)
に
検
討
を

加
え

浄
厳
が

一
座
行
法
を
ど

の
よ
う
に
解
釈
し
て

い
る
か
を
探
り
た
い
。
な

お
、
浄
厳
は
江
戸
期
の
学
匠
で
経
軌
為
本

の
立
場

に
立

っ
て
従
来

の
事

相
に
批
判
的
な
考
証
を
加
え
た
人
物
で
あ
る
。

二

浄
厳
は

『
秘
記
』
の
中
で

凡

一
座
行
法
軌
則
。
(
4
)

外

擬

大
国
迎
客
作
法
幻
内

顕

修
行
転
昇
次
第

故

得

此
意

可

見

法
則
始
終

也
。

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
座
行
法
は
、
外
面
的
に
は
迎
客
の
作
法
の

形
を
と

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
修
行
転
昇
の
次
第
で
も
あ
る
と
す

る
。
今
日
伝
わ
る
伝
授
録
の
多
く
は
、
行
法

の
作
法
を
述
べ
る
だ
け
で

あ

っ
た
り
、
そ
れ
を
単
に
本
尊
を
迎
え
て
供
養
す
る
こ
と
と
の
み
理
解

し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
な
か

に
あ

っ
て

『
秘
記
』
は

一
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座
行
法
を
修
行
の
転
昇
次
第
と
と
ら
え
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
点

を
中
心

に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

『秘
記
』
は

一
座
行
法
を
修
行
の
転
昇
次
第
と
見

る

の
で
、
行
法
次

第

の
項
目
に
菩
薩
の
階
位
で
あ
る
十
地
を
配
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
金

剛
眼
を
初
地
、
(
5
)

召
罪
を
二
地
か
ら
七
地
、
摧
罪
を
八
地
、
業
障
除
を
九

地
、
成
菩
提
を
十
地
に
配
し
、
(
6
)

小
金
剛
輪
を
等
覚

に
配
当
す
る
。
(
7
)

但
し

浄
厳

は
こ
の
説
を
浅
略
と
し
て
い
る
。

一
座
行
法
を
修
行
の
転
昇
次
第
と
と
ら
え
十
地
を
配
す
る
考
え
方

の

一
端
は
、
す
で
に

『
無
量
寿
軌
』
に
伺
え
る
。
例
え
ば

『無
量
寿
軌
』

の
關
伽

の
所
に
は
、

由
(
8
)

献

閼
伽
香
水
供
養

令

修
行
者
三
業
清
浄

洗

除

一
切
煩
悩
罪
垢

従

勝
解
行
地

至

十
地
及
如
来
地

当

証

如

是
地
波
羅
蜜

時
。
得

一
切

如
来
甘
露
水

受

与
潅
頂

と
あ
る
。
ま
た
、
華
座
の
所
に
は

由
(
9
)

結

蓮
華
座
印

誦

真
言

加
持

行
者
獲

得
十
地
満
足

当

得

金
剛

座

と
あ
る
。
華
座
は
、
本
尊
を
迎
え
て
の
ち
本
尊

に
座
を
献
ず
る
印
明
で

あ
る
。
『無
量
寿
軌
』

は
こ
の
華
座
を
献
ず
る
こ
と

に
よ

っ
て
行
者
が

十
地
を
獲
得
し
金
剛
座
を
得
る
と
す
る
。

こ

の
こ
と

よ
り

『
無
量
寿

軌
』

に
は
修
法
を
修
行
の
転
昇
次
第
と
と
ら
え
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
『
秘
記
旨
は
十
地
を
満
足
す

る

の
を
成
菩
提
心

と
解
釈
す
る
の
で

『無
量
寿
軌
』

の
説
と
は
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
わ

浄
厳
の
一
座
行
法
理
解
に
つ
い
て

(佐

藤
)

か
る
。
ま
た
、
『
無
量
寿

軌
』
の
中
に
も
矛
盾
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、

被
甲
護
身
の
所
で
す
で
に
、
「疾
証
無
上
菩
提
。
」
(
1
0
)

と
記
す

の
に
、
閼
伽

や
華
座
の
所
で
十
地
の
事
が
出
て
く
る
。
こ
の
あ
た
り
の
矛
盾
点
は
古

来
に
も
問
題
に
な

っ
た
ら
し
く
、
道
範
は

『
行
法
肝
要
抄
』
の
中
で

祖
(
1
1
)

師
先
徳
存

此
用
意

故
於
一

座
行
儀

已
究
竟
。
未
成
仏
等
観
念
相
交

也
。

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち

一
座
行
法
の
中
に
は
已
究
竟

の
部
分
と
未
成
仏

の
部
分
と
が
相
い
交

っ
て
使
わ
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

一
座
行
法
は
も
と
も
と
イ
ソ
ド
の
迎
客
の
法
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
仏
教
的
な
意
味
付
け
を
す
る
う
ち
に
異
説
や
矛

盾
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

一
座
行
法
の
中
に
十
地
を
配
す
る

異
説
は
我
宝
の

『駄
都
秘
訣
鈔
』
(
1
2
)

や
興
然
の

『金
剛
界
鈔
』
(
1
3
)

等
の
中
に

も
認
め
ら
れ
る
。

三

こ
の
他
に
も
、
『
秘
記
』
に
は

一
座
行
法

を
修
行
の
転
昇
次

第
と

み

る
解
、釈
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
行
法

の
区
分
法
の
中
に
も
そ
れ

が
見
ら
れ
る
。
『
秘
記
』
は

一
座
行
法
を
身
器
清
浄
分
、
(
1
4
)

敬
礼
奉
持
分
、
(
1
5
)

祈
願
所
求
分
、
(
1
6
)

懴
悔
発
願
分
、
(
1
7
)

結
界
道
場
分
、
(
1
8
)

修
行
種
因
海
分
、
成
就

果
海
分
、
供
養
礼
賛
分
に
区
分
す
る
。
こ
の
区
分
法

は
修
行

種

因
海

分
、
成
就
果
海
分

の
言
葉
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
修
行
の
転
昇
次
第

に

主
眼
を
お
い
た
区
分
法
で
あ
る
。

一
座
行
法
を
区
分
し
た
も
の
と
し
て

二
五
五
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浄
厳
の
一
座
行
法
理
解
に
つ
い
て

(佐

藤
)

有
名
な
も
の
に
十
八
道
次
第
を
六
法
に
分
類
し
た
、
十
八

.
六
法
が
あ

る
。
先
に
述
べ
た
如
く
十
八

・
六
法
に
は

一
座
行
法
を
修
行
の
転
昇
次

第
と
と
ら
え
る
考
え
方
は
認
め
ら

れ
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
『
秘
記
』

が
用
い
る
区
分
法
と
十
八

・
六
法
の
区
分
法
と
で
は
発
想
が
異
な

っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

『秘
記
』
と
類
似
す
る
区
分
法
は

『駄
都
秘
決
鈔
』
(
1
9
)

に
説
か
れ

て

い

る
。
『
別
行
次
第
秘
記
』
は
、
『
駄
都
秘
決
鈔
』
を
参
照
し
、
そ
の
中
に

も
多
数
引
用
す
る
が
、

一
座
行
法
の
区
分
法
や
十
地
の
配
当
説
に
つ
い

て
は
こ
れ
を
参
照
し
て
い
な
い
。

四

『秘
記
』
は

一
座
行
法
を
修
行
転
昇
の
次
第
と
と
ら
え

る

の
で
、
道

場

に
つ
い
て
も
特
徴
的
な
解
釈
を
す
る
。
『
秘
記
』
は
道
場
に
つ
い
て

行
者
平
等
智
身
土
。
(
2
0
)

法
然
所
有
心
壇
也
。

と
解
釈
す
る
。
ま
た
、
行
者
が
着
す
る
座
に
つ
い
て
も
、

秘
中
深
秘
者
。
(
2
1
)

行
者
無
相
菩
提
心
也
。

と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
道
場
と
は
行
者
の
自
心
を
象
徴
的
に
表
し

た
心
壇

で
あ
る
と
し
、
行
者
が
着
す
座
は
無
相

の
菩
提
心
を
象
徴
的
に

表
し
た
も
の
と
す
る
。
道
場
に
入
る
と
は
自
心
の
中
に
入
る
こ
と
と
理

解
さ
れ
よ
う
。
道
場
に
入
る
に
つ
い
て

『秘
記
』
で
は

夫
入
道
場
則
生

在
如
来
家

是
初
法
明
道
也
。
除
害
障
三
昧
。

即
金
剛
薩

唾
三
摩
地
。

二
五
六

と
し
て
い
る
。
道
場
に
入
る
時
に
、
目
に
マ
タ
の
二
字
を
観
じ
そ
れ
が

変
じ
て
日
月
と
な
る
と
観
想
し
、
そ
の
日
月
を
観
じ
た
目
で
堂
内
を
見

渡
す
と
、
悪
魔
が
こ
と
ご
と
く
退
散
し
諸
尊
が
堂
中
に
充
満
し
て
い
る

の
を
見
る
と
す
る
観
法

(見
仏
)
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も

『秘
記
』

は
、見

(
2
3
)

仏
則
見

自
身
塵
数

心
仏
本
来
厳
然
。
所

礙

隔
執

不

能

観
見

今

以

日
月
大
光

照

破
而
二
暗
惑

本
有
心
仏
顕
現
分
明
。

と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
わ
れ
わ
れ

の
自
心
仏
は
厳
然
と
し
て

い
る
が
、
仏
と
行
者
を
別
の
も
の
と
す
る
而

二
の
暗
惑
に
よ

っ
て
自
心

仏
は
覆
わ
れ
て
、
そ
れ
を
観
見
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
。
し
た

が

っ
て
、

マ
タ
日
月
の
光
り
に
よ

っ
て
而

二
の
暗
惑
を
取
り
除
く
と
本

有
の
心
仏
が
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
取
り
除
く
べ
き
も
の
が

而
二
の
惑
と
さ
れ
顕
現
す
る
の
が
自
心
仏
と
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ
解

釈
は
結
界
に
お
い
て
も
み
ら

れ

る
。
『秘
記
』
は
、
地
結

・
四
方
結

・

虚
空
網

・
火
院

・
大
三
昧
耶
の
五
種
結
界
に

つ
い
て

是
(
2
4
)

則
以

三
平
等
本
誓

退

隔
執
毘
那
夜
迦

也
。

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
結
界
と
は
軍
荼
利
明
王
の
三
平
等
の
本
誓
で
も

っ
て
、
本
尊
と
自
分
と
が
異
な
る
と
す
る
而

二
の
隔
執
を
追
い
払
う
事

で
あ
る
と
す
る
。
結
界
で
追
い
払
う
毘
那
夜
迦
を
而
二
の
隔
執
と
解
釈

す
る
所
が
共
通
す
る
。
こ
こ
で
も
本
尊
は
あ

く
ま
で
も
自
心
と
す
る
こ

と
が
わ
か
る
。

し
た
が

っ
て
、
本
尊
を
礼
拝
す
る
壇
前
普
礼
に
つ
い
て
も

『
秘
記
』
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は
問
若
自
身
即
仏
者
。
(
2
5
)

何
強
須
敬
礼
耶
。
答
礼

自
心
中
諸
仏

也
。
而
実
能
礼

所
礼
共
六
大
法
界
。
非

二
而
二
。
非

一
而

一
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
も
し
自
身
が
仏
で
あ
る
の
な
ら
ど
う
し
て
本
尊

(仏
)
に
対
し
て
敬
礼
す
る
の
か
と
問
い
、
そ
れ
に
答
え
て
本
尊
を
礼
拝

す
る
と

は
あ
く
ま
で
も
自
心
中
の
諸
仏
を
礼
す
る
事
と
す
る
。
そ
し
て

本
尊
、

行
者
と
も
に
六
大
で
あ
る
の
で
行
者
と
本
尊
は
二
に
し
て
二
に

あ
ら
ず
、

一
に
し
て

一
に
あ
ら
ず

と
す

る
。
『
秘
記
』
は
仏
を
自
心
の

中
に
求

め
る
こ
と
を
非
常
に
重
視
し
徹
底
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五

『
秘
記
』
は
仏
を
自
心
の
中
に
求

め

る
が
、
そ
れ
で
は
勧
請
法
に
お

い
て
招

く
仏
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
秘
記
』

は
師
伝

を
あ
げ
て

所
(
2
6
)

召
請
而
来

之
本
尊
報
身
也

(他
受
用
身
)
也
。
浄
土
所
住
之
身
故
。

と
す
る
。
勧
請
法
で
招
く
仏
は
報
身

(他
受
用
身
)
と
す
る

事
が

分

か

る
。
こ

の
解
釈
は
多
く

の
伝
授
録
に
も
見
ら
れ
る

一
般
的
な
解
釈
で
あ

る
。た

だ
、
『秘
記
』
に
は
自
心
仏
と
の
関
係
で
勧
請
法
を
解
釈
す

る
部

分
が
あ

ゐ
。
そ
の
解
釈
は
仏
部
心
の
部
分
に
見
ら
れ
る
。
仏
部
心
の
印

は
両
手

を
内
縛

に
し
両
手
の
親
指
を
並
べ
立
て
本
尊
を
招
く
。
『秘
記
』

は
仏
部

心
の
印
に
つ

い
て

浄
厳
の
一
座
行
法
理
解
に
つ
い
て

(佐

藤
)

二
手
内
縛
八
葉
華
蔵
界
浄
土
。
(
2
7
)

又
則
凡
夫
八
分
肉
団
也
。
両
掌
双
円
性
海
。

即
今
道
場
也
。
二
大
並
立
鈞

之
者
理
智
不
二
大
空
仏
体
也
。
鈞

之
者
召
請

之
義
。
以

仏

(自
心
仏
)
召

仏

(他
方
仏
)

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
部
心

の
印
は
、
自

心
の
肉
団
心
、
即
ち
道
場

の
中
に
、
二
大
指
で
表
さ
れ
る
自
心
仏
を
も

っ
て
、
他
方
仏
を
招
く
こ

と
を
象
徴
的
に
表
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
。
勧
請
法
で
は
他
方
仏
を
招

く
が
、
こ
の
場
合
も
自
心
仏
で
も

っ
て
、
他
方
仏
を
自
心
内
に
招
く
と

解
釈
す
る
点
に

『
秘
記
』
の
特
徴
的
な
解
釈
が
あ
る
。

六

『秘
記
』
は

一
座
行
法
を
、
外
面
的
に
は
迎
客
の
作
法
の
形

を
と

る

と
す
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
修
行
転
昇
の
次
第
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
し

た
が

っ
て
、

一
座
行
法
を
単
に
本
尊
を
迎
え
そ
れ
と

一
体
な
る
次
第
と

考
え
る
だ
け
で
な
く
、
徹
底
し
て
自
心
仏
を
顕
し
て
行
く
修
行
の
次
第

と
と
ら
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

『
秘
記
』
に
は
本
尊

(仏
)
を
自
ら
の
心
中

に
見
出
そ

う
と
す
る
立
場
が
強
い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
心
を
仏
と
見
る
考
え
方
は
す

で
に

『
大
日
経
』
を
は
じ
め

『
秘
蔵
記
』
等

に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
、

一
座
行
法
の
中
に
具
体
的
に
こ
の
こ
と
を
見
だ
し
そ
れ
を
徹
底
し
て
い

こ
う
と
し
た
点
に

『秘
記
』
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
点
に
こ
そ
浄

厳
の
行
法
次
第
の
理
解
が
あ
る
と
い
え
る
。

二
五
七
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浄
厳

の

一
座
行
法
理
解

に

つ
い
て

(佐

藤
)

1

大
正

78
1
1
5頁
下

『
十
八
契
印
生
起
』

2

大
村
西
崖

『
密

教
発
達
志
』

3

『
別
行
次
第
秘
記
』

(
八
葉

学
会
刊

明
治

44
年
)

4

『
秘
記
』

57
丁
右

5

『
秘
記
』

33
丁
左

6

『
秘
記
』

39
丁
左

7

『
秘
記
』

56
丁
左

8

大
正
19

70

上

9

大
正
19

70
中

10

大

正
19

68
下

11

大

正
78
8
8
9上

12

『真

言
宗
全
書
』

23
巻

13

『
真

言
宗

全
書
』

24
巻

14

『
秘
記
』

24
丁
左

15

『
秘
記
』

32
丁
左

16

『
秘

記
』

56
丁
左

17

『
秘

記
』

69
丁
左

18

『
秘
記
』

98
丁
右

19

『
真
言
宗
全
書
』

23
巻

20

『
秘
記
』

3
丁
右

21

『
秘
記
』
6
丁
右

22

『
秘
記
』

3
丁
右

23

『
秘
記
』

3
丁
左

24

『
秘
記
』
60
丁
左

25

『
秘
記
』

5
丁
右

26

『秘

記
』

40
丁
右

27

『
秘
記
』

57
丁
左
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浄
厳
、
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別
行
次
第
秘
記
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、
十

八
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次

第
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大
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講
師
)
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生
浄
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正
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(大
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大
学
)

『
御
文
章
』
に
み
る
文
章
表
現

徳
永
大
信

(九
州
龍
谷
短
期
大
学
)

「
親
鸞
の
真
仏
観

松
野
純
孝

(上
越
教
育
大
学
)

「
真
宗
と
カ
ウ
ソ
セ
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―
実
存
的
接
点
と
し
て
の
聞
―

「

増
井

信

(龍
谷
大
学
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学
院
修
了
)
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節
晃
守
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と
円
通
寺
本
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法
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久
間
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昭
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沢
大
学
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学
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了
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石
屋
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の
代
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て

安
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則

(駒
沢
女
子
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期
大
学
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い
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を
中
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と
し
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庵
谷
行
亨

(立
正
大
学
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